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「人生100年時代、高齢者の地域活動・社会参加を促進したい！」に関する研究 

静岡英和学院大学 人間社会学部 日本語学ゼミ 

教  員：専任講師 大槻知世 

参加学生：なし 

１ 要約 

本稿は、「静岡中部連携事業中枢都市圏地域課題解決事業」の静岡市の課題に応募し採用された、静

岡英和学院大学日本語学ゼミの研究・調査活動について報告するものである。 

当該研究は、方言を通して地域の人々の交流を活性化することを最終的な目的として、当初の計画で

は5回ほどの方言調査と、シニアの方言サークルとの協働を予定していた。結果的に、実施方法を変更

して部分的に実施するに留まった。 

２ 研究の目的 

本研究は、静岡市の掲げる課題の一つ「人生100年時代、高齢者の地域活動・社会参加を促進したい！」

への提案から始まっている。現状では、市の高齢者が収入を伴う仕事に参加する割合が増加しているの

に対して、地域活動・社会活動への参加は伸びていないことが指摘されている。ここ数年は新型コロナ

禍も相まって、高齢者の地域活動への参加は減少の一途にあると想定される。 

報告者は、参加へのモチベーションを高めるために日本語学ゼミの活動が資することができるのでは

ないかと考えた。具体的な活動の内容は次節「３ 研究の内容」に記す。 

３ 研究の内容 

課題解決の手掛かりとして、本ゼミは、方言調査を通した世代間およびシニア同士の交流、方言を用

いたシニア層とゼミ生との協働を提案した。 

一般に、特にシニア世代で心身の健康、認知機能を高い水準で保っている方には、三つの要因：教育、

自己効力感、運動が認められるという。このうち、自己効力感について、高齢者にとっては、自分が経

験してきたことを下の世代に伝えること、それにより下の世代が育つのを感じること、が生きがいにも

なりうると考えた。 

また、我々が経験的に知っているように、人と話をすること自体がケアになる場合がある。人と話し

たいという欲求は地域活動に参加するモチベーションになりうる。 

具体的な活動内容としては、地域の高齢者に学生が方言を教えていただく、方言サークルの方々に講

演、方言劇や遊び歌を通して協働していただく、といった計画を立案した。 

こうした方言調査や方言サークルとの協働によって、次のような効果を見込んでいた。すなわち、シ

ニア側にとっては、知識と経験を伝えることで自己効力感を高め、受容されている感覚を得る。地域の

若者や同世代と知り合う。幼い頃からのルーツを見直すことで、地域社会とのつながりを再発見する、

等の効果が期待される。 

一方、ゼミの学生側では、地域の人との関わりを広げる。地元の風習やことばの特長を知る。アイデ

ンティティと誇りを意識する。地域社会への貢献を意識する。傾聴という対人能力を養う、等の効果が

期待される。 
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調査について、今年度はワクチン接種も進み、一定以下の規模の対面調査が可能になると思われたた

め、参加希望者の人数に応じて、対面調査・オンライン調査など、適切な形式を選び実施する予定であ

った。 

４ 研究の成果 

(1)当初の計画 

当初は、次のような調査を計画していた： 

A1 【井川調査】日本語学ゼミ所属の学生10名程度の参加見込 

A2 【井川調査】市内の公民館を2～4回程借りて対面（もしくはオンライン）調査を行う 

A3 【井川調査】調査協力者は4～8名を予定（1回の調査につき調査協力者は1～2名） 

A4 【井川調査】井川方言の伝統的なすがたを記録し冊子にする 

B1 【かたかご会】かたかご会の方々に講演依頼 

B2 【かたかご会】かたかご会とゼミ生との協働（方言によるワークショップなど） 

(2)実際の内容とその理由 

実際には、当初の計画のA, Bいずれも予定通りに実施することはできなかった。新型コロナ第7波の

ピーク後直ちにゼミ生複数名で井川地域に赴きグループ調査を行う予定だったが、担当教員の多忙を理

由として実施に至らなかった。結果として、A1, A2は中止、A3は実施方法を修正、A4に部分的に実施と

なった。A3はゼミメンバー複数名での臨地調査ではなく、教員による隣地調査・自然談話観察に変更し

て行なった。A4については方言の文法記述の内容を深化することはできたが、文法体系の全体を捉える

には至っていないため、冊子は発行しなかった。 

Bについては、大学の後期授業期間中の実施を考えていたが、新型コロナ第8波が始まり、ピークアウ

トを待って実行を目指したものの機を逃した。結果として、B1, B2ともに中止である。 

(2)実績・成果と課題 

ここでは、実施したA3, A4について述べる。教員が井川地域で行なった臨地調査では、井川地域の若

年層・中年層・高年層の方々の自然談話観察を行なった。いずれも短時間での観察であり、十分な量と

は言えないが、現在の葵区井川地域における言語運用状況の一端を聴取することができた。概括すると、

若年層・中年層の自然談話では方言形がほとんど見られなかった。高年層も、若年層・中年層との談話

においては方言形がほとんど見られなかったが、方言について尋ねると難なく方言を話すことができた。 

図 1 井川地域各所で自然談話観察を行なった
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上記の観察から予想されるのは次の2点である。すなわち、①年代間の横断的なコミュニケーション

においては、方言に比べてより多くの人が理解できる共通語が選択されている。②高年層は方言を使用

して育ったものの、下の年齢層とのコミュニケーションでは優勢な共通語を使うようになっており、世

代間の方言の継承は行われなくなりつつある。以上の予想は、日本各地の諸方言において予想されてい

ることと同様である。 

本研究の自然談話の高年層話者は、勧誘文において動詞の未然形を用いるなど、伝統的と思われる方

言の特徴を保持している。 

(4)今後の改善点や対策 

 多人数での対面調査を行なうことが憚られる場合、調査人員を絞って調査を実施する。調査は対面調

査に拘わらず、状況に応じて、郵送によるアンケート調査なども実施を検討する。 

 方言サークルかたかご会との協働については、定期的に開催されている例会への参加頻度を挙げて、

連携体制を強化したい。 

５ 地域への提言 

精神的な充実をもたらす活動が必要であると考える。市の高齢者は、概ね「収入を伴う仕事に従事し

ているグループ（A）」「地域活動・社会活動に参加しているグループ（B）」「AでもBでもあるグループ（下

図C）」「AでもBでもないグループ（D）」に分けることができる。 

現状では、Aが多くBが少ないため、Bを増やす効果的な方法が求められている。Bを増やすためには、

主に、（1）Cを大きくする（AかつBを大きくする）ほか、(2)DからBに変わる方を増やすことが考えられ

る。長期的には（２）を目指したいが、短期的には既に何らかの活動に参加している人に地域活動にも

参加してもらう(1)のほうが成果を得やすいものと考えられる。 

そのためには、精神的な高揚感や充実感、たとえば、学習により新たな視野（忘れていた知識を再活

性化することも該当すると考える）が開ける楽しさ、自分の経験や知見を他者と共有することで高めら

れる自己効力感、などが有効であると思われる。 

６ 地域からの評価 

今年度の本研究課題は計画通りの実施に至らず、地域の方々との積極的な交流の機会をもつことがで

きなかった。したがって地域からの評価を得られなかったため、本項は該当しない。 

A B C

D

図２ 4つのグループに分けられる 
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「「和菓子バル」イベントを通じた、大井川川越遺跡のＰＲ手法の提案（静岡県島田市）」 

に関する研究 

静岡英和学院大学 人間社会学部畑ゼミ（日本古典文学） 

教  員：教授 畑 恵里子 

参加学生：加藤義大、藤巻祐太、水上遥花、三輪碧、 

奥村悠里、数山璃空、杉山佳大、朝原光音、 

山本ひかり、栗島理奈子、 

長倉珠稀、小田島玲菜、坂本蓮希、寺田菜々美、 

林優心、中川槙 

１ 要約

静岡県島田市には国指定史跡の「大井川川越遺跡」がある。大井川を境として、島田宿と金谷宿とを

川越人足が繋いできた、いわば東海道文化のひとつであり、近世の川越制度を伝える国内唯一の施設で

ある。当時は主要な交通網であったはずだが、現在、その認知度は高くない。 

大井川川越遺跡では、こうした背景より、数年前から「和菓子バル」を開催して、新たな客層の来場

者の獲得を目指してきている。コロナ以前（令和元年度）は約4,000人、コロナ以後（令和２年度）は

約1,600人、続いて（令和３年度）は約1,000人の来場者があった。 

そこで、令和４年度「和菓子バル」では、川越人足体験や俳句創作体験などを通じて、本事業に参画

した。 

２ 研究の目的 

静岡県島田市の「大井川川越遺跡」や「川越人足」などの効果的な周知を目的としている。 

３ 研究の内容 

浮世絵（例：図１）や近世文学などに描かれている大井川近隣の東海道文化の実態の再確認と、効果

的な周知活動とが、主な内容である。 

４ 研究の成果 

（１）当初の計画は、以下の通りである。 

１ 島田宿大井川川越遺跡について、島田市内で過去実施された調査やマップ等の分析を行い、課題を

整理する。 

２ 浮世絵の「富士山と大井川」を踏まえたマップを作成する。学生の作成した俳句等を組み込み、市

内でチラシ、ポスター、ポケットティッシュを配布する。「和菓子バル」で学生から配布する。 

３ イメージキャラクターを新規開発して周知をはかる。島田市商工会議所７０周年祈念事業や牧之原

市の地域課題解決事業等で協力実績を有する、静岡県出身の少女漫画家の花森ぴんく氏へ依頼する。（無

償協力調整済）。 

４ 島田市博物館をはじめ集客力のある蓬莱橋やふじのくに茶の都ミュージアム、JR金谷駅、大井川鐵

道、金谷日切地蔵尊等と協働して認知度の向上をはかる。 

５ 上記情報を島田市公式ＨＰやSNS、新聞等で情報発信する。 
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（２）実際の内容は、以下の通りである。 

・実施内容：「Ｂ（一部修正）」に相当する。 

・理由：上記１、２の一部、５は遂行したが、上記２の一部、３、４は遂行に至らなかったため（協議

の過程において、花森氏へは本依頼をするに至らなかったが、本事業への全面的理解を得てきた点は変

わらないことを付言する）。 

１ 島田市博物館周辺のフィールドワークを行った上で、島田宿大井川川越遺跡について、島田市内で

過去実施されたイベント等の分析を行い、課題を整理した。 

２ 本学の有志の男子学生が、島田市博物館で保存されている連台を担ぐことによって川越人足を再現

して、「和菓子バル」の来場客に試乗体験をしてもらった（図２）。 

３ 「和菓子バル」の来場客に、ランダムにキーワードを引いてもらい、川柳や俳句を作って書いても

らう企画、「運と実力で作り出せ！ランダム名句MAKE」を実施した。その際、SNS投稿＆Instagramをフ

ォローしてくれた来場客には、手作りの和柄のしおりや市販の茶飴などをプレゼントした（図３）。 

４ 「和菓子バル」では、射的体験や和菓子販売の対応を、他大学学生と協力して行った（図４）。 

５ 上記情報を島田市公式ＨＰや静岡英和学院大学のＨＰやＳＮＳ、静岡新聞（令和４年１１月５日朝

刊）等で情報発信した。 

（３）あらたな実績・成果・課題としては、以下のとおりである。 

１ 当初の予定にはなかった「川越人足」の再現という参画型イベントが実施できたことによって、本

学学生の活動を直接地域住民に直接伝えることができた。 

２ 当初の予定にはなかった「運と実力で作り出せ！ランダム名句MAKE」という参画型イベントが実施

できたことによって、本学学生の活動を直接地域住民に直接伝えることができた。 

３ 和菓子バルには、４年ゼミ学生全３名（野田真衣、柴治親、沢田明日香）も臨時に参画して、１～

４年生が一体となって本活動を周知できた。 

（４)適切であった点や改善点、対策等としては、以下のとおりである（引用：令和４年度しずおか中

部連携中枢都市圏地域課題解決事業発表会資料、および、和菓子バル直後の学生の反省から）。 

１ 「運と実力で作り出せ！ランダム名句MAKE」については以下のとおりである。 

・俳句に馴染みのない小さなお子様や、その保護者の方など、ファミリー層が多く挑戦してくれた。

・筆で字を書く体験、俳句を作る楽しさを知ってもらう第一歩になったと感じる。 

・島田市博物館の一筆箋を使用することで、島田の文化に触れる体験をしてもらえたと感じる。 

・子どもの参加を見込んで、くじを平仮名にする工夫を行う必要があった。 

・茶飴が子どもにも人気だった。 

図１ 錦絵「東海道川尽大井

川之図」（天理大学附属天理

参考館蔵） 

備考：天理大学附属天理参考

館より使用許可済。 
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・来てくれたお客さんがインスタ世代でない。 

２ 「川越人足体験」については以下のとおりである（引用：令和４年度しずおか中部連携中枢都

市圏地域課題解決事業発表会資料、および、和菓子バル直後の学生の反省から）。

・当初の予定より多くの参加者が来てくれた。 

・子供から大人まで幅広い層への需要あり。 

・あまりにもブース感がなかった。 

・川越人足の説明が不十分だった部分があった。 

・蓮台を担ぐ場所（写真映りなどを気にした場に）。 

・歴史に関しての説明をできるようにしたい。 

・蓮台は上げることが目的になってしまっていた。歴史の説明等必要。 

３ 「和菓子バル」参画への感想については以下のとおりである（引用：令和４年度しずおか中部

連携中枢都市圏地域課題解決事業発表会資料、および、和菓子バル直後の学生の反省から）。 

・島田市博物館や、着物のレンタル施設に協力していただき、島田の文化に存分に触れることがで

きた。 

・自分たちが育ってきた静岡県にもまだまだ知らない魅力がたくさんあるということを再確認でき

た。 

・ブースの企画運営はとても大変だったが、その分大きなやりがいを感じることが出来た。 

・和菓子やお茶だけでなく、島田市の他の魅力もアピールできたイベントになったと思う。 

５ 地域への提言 

１ 「和菓子バル」では、川越人足についての説明を付した上で、希望者に連台体験をしてもらう。 

２ 「和菓子バル」以外にも何らかのイベントが開催できないか検討する。 

６ 地域からの評価 

１ 来場客からの川越人足の写真撮影の希望が多く、一定の人気があることがわかった。 

２ 「和菓子バル」開始時刻よりも相当早い時刻の来場も複数いたため、本イベントが好意的にと

らえられており、地域に根付きつつあることがわかった。 

７ 学生による参考文献 

・静岡英和学院大学ホームページ（http://www.shizuoka-eiwa.ac.jp/sp/news/kikaku094/）。 

・コトバンク（https://kotobank.jp/image/dictionary/nipponica/media/81306024003289.jpg）。 

・島田市公式ホームページ 川越遺跡の概要 

（https://www.city.shimada.shizuoka.jp/shimahaku/kawagoshi/kawagoshi-iseki/）。 

画像出典元 

・島田市観光協会ホームページ 大井川川越遺跡（観光情報｜一般社団法人島田市観光協会 

(shimada-ta.jp) 。 

・島田市観光協会ホームページ 【芭蕉句碑】馬方句碑観光情報｜一般社団法人島田市観光協会 

(shimada-ta.jp) 。 

・島田市博物館。 
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以上 

図２ 本学学生による川越人足再現 

図４ 本学参画学生・教員全体集合

写真 

図３ 「運と実力で作り出せ！ラン

ダム名句MAKE」ブース
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